
今日から一年生

お兄さんお姉さんに拍手で迎えられる新入生（安塚小学校）

　桜の花が美しく咲き誇る中、４月11日、町内のハ校

の小学校で、入学式が行われました。

　この日、新入学を迎えた４５７人（男子238入、女

子219人）の新入生は、お兄さんお姉さん達に迎えら

れ、胸いっぱいの夢と希望そしてちょっぴり不安な学

校生活のスタートをしました。
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０６億２，３００万円
１

　
平
成
６
年
度
の
町
予
算
が
３
月
定
例
議
令
尹
円
決
さ
れ
ま
し
た

の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
平
成
６
年
度
の
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、
当
面
す
る
課
題
に

的
確
に
対
応
し
つ
つ
町
政
運
営
の
指
針
で
あ
る
壬
生
町
総
合
振
興

計
画
を
基
調
と
し
た
諸
施
策
を
重
点
的
に
推
進
し
、
住
民
福
祉
の

向
上
に
努
め
、
「
訪
れ
る
ま
ち
」
実
現
を
め
ず
し
て
予
算
編
成
し

ま
し
た
。

　
一
般
会
計
の
当
初
予
算
は
、
総
額
１
０
６
億
２
。
３
０
０
万
円

言
削
年
度
に
比
べ
５
．
８
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

年度
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歳入財源内訳、歳出科目別内訳

そ　の　他　諸　収　人

　　(2.1％)

2億2038万ﾌ千円

農林水産業費
　　昧9％）
4億㈲8万斤円

?潤

170万8

　繰　人　全一

　　(4.2％)

4億4300万汗円

　国庫支出金

　　(5.0％)

5億2855万旺円

２



新
年
度
予
算

平成６年度一般会計予算

特別会計
言白首万古四万往５

特示指域回　詐言目刺1一回

特設説示宍戸Ｕ

囲四回罫言゛算詐評1額尚子

♂♂♂ % % % % % % W ♂ ♂ ♂ ♂ % 四 ♂ ♂ ♂ ♂ ♂ % % % % 〃 ♂
瀋 肩 証

圃民健康保険 21億□92万6千円

14億4,839万1千円

9.6％

公共下水道事業 ﾌ.1％

奨　学　貢　全 156万6千円 21.8％

老人保健事業 　21億5､855万6千円

-

　ぼ3,604万6千円

18.0％

長泉集落排水事業 -

＊平成６年度より、農業用用排水施設の機能維持と農村生

　活環境の改善を図り、併せて公共用水域の水質保全に寄

　与するため、農業集落排水事業特別会計を設置しました。

３

企業会計

ひとり当たりに使われる町の予算

『⇒

　８７万３，９６↓円　　　　　　　　２６万４，９５２円

(６年度一一般会計予算を町の人口・世帯数で割った場合)

平成６年３月１目現在　人口40,094人　世帯数12,155世帯
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平成６年度の

　　　　主な事業
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一

訪
れ
る
ま
ち
づ
く
り

　
第
１
回
町
民
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
審
査
結
果

推
薦
は
荻
原
さ
ん
の

　
町
内
各
地
の
行
事
・
ま
つ
り
・
伝
統

芸
能
な
ど
を
テ
ー
マ
に
誇
れ
る
ま
ち
づ

く
り
第
１
回
町
民
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

「
茅
の
輪
く
ぐ
り
」

　
⊇
温
言
萍
」

『
彩
』
〔
総
合
運
動
愚

　
　
森
田
　
純
市
（
北
小
林
）

『
赤
鬼
青
鬼
』
〔
千
生
亘

　
　
阿
美
　
土
成
（
仲
通
言

『
賑
わ
う
朝
市
』
〔
助
谷
〕

　
　
川
又
　
康
治
（
緑
町
子
亘

推
薦
『
茅
の
輪
く
ぐ
り
』
〔
雄
琴
神
社
〕
　
　
佳
作
『
祭
り
』
石
丸
二
丁
亘

荻
原
二
三
雄
（
至
宝
町
言

の
写
真
を
募
集
し
、
3
4
点
の
作
品
が
寄
　
　
特
選
『
力
い
っ
ぱ
い
の
子
供
相
撲
』

せ
ら
れ
ま
し
た
。
い
ず
れ
の
作
品
も
診
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
谷
井
渡
神
社
〕

れ
る
ま
ち
づ
く
り
に
ふ
さ
わ
し
い
ず
ば
　
　
　
　
　
　
　
海
老
沼
　
武
（
前
宿
坪
）

ら
し
い
力
作
ば
か
り
で
し
た
。
作
品
審
　
　
　
　
　
『
太
々
神
楽
』
示
林
神
社
〕

査
は
、
写
真
家
で
栃
木
県
芸
術
祭
写
真
　
　
　
　
　
　
　
山
井
　
　
勲
（
北
小
慾

部
門
審
査
員
で
も
あ
る
稲
見
年
彦
さ
ん
　
　
人
選
『
夜
桜
』
］
黒
坦

に
お
願
い
し
ま
し
た
。

　
　
伊
坂
　
達
男
（
お
も
ち
や
）

『
八
坂
祭
』
嘉
言

　
　
川
又
　
康
治
（
緑
町
玉
目
）

『
ま
つ
り
の
若
衆
』
〔
通
言

　
　
柏
尾
　
幸
江
（
城
市

皿
　
特
選
『
力
い
っ
ぱ
い
の
子
供
相
撲
』

推薦「茅の輪くぐリ」荻原二三

海
老
沼
　
武
氏

　
　
新
井
美
智
子
（
下
横
町
）

冥
土
さ
ま
』
〔
国
谷
駅
前
逆
乱

　
　
吉
田
　
保
雄
三
七
宝
町
庶

『
お
ん
な
御
輿
』
至
言

　
　
森
田
　
純
市
（
北
小
慾

『
オ
カ
ジ
』
〔
壬
生
亘

　
　
岡
野
　
芳
輝
（
駅
東
）

『
太
々
神
楽
』
〔
助
谷
八
幡
神
社
〕

　
　
森
田
　
純
市
乳
小
慾

『
防
犯
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
』

　
　
　
　
　
　
　
〔
総
合
運
動
言

　
　
古
田
　
保
雄
（
至
宝
町
南
）

特
選
『
太
々
神
楽
』

　
　
　
　
　
　
山
井
　
　
勲
氏
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ま
ち
づ
く
り

２
回
町
民
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

　
　
作
品
募
集

　
歴
史
と
文
化
、
そ
し
て
自
然
に
育
ま

れ
た
グ
か
が
ま
ち
・
を
再
発
見
す
る
誇

れ
る
ま
ち
づ
く
り
第
２
回
町
民
フ
ォ
ト

コ
ン
テ
ス
ト
の
作
品
を
左
記
の
と
お
り

募
集
し
ま
す
。

　
今
回
の
写
真
テ
ー
マ
は
「
風
景
」
で

す
。
誇
れ
る
ま
ち
に
ふ
さ
わ
し
い
壬
生

町
の
姿
を
カ
メ
ラ
で
と
ら
え
て
、
ぜ
ひ

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

佳
作
若
干
名
（
賞
状
）

　
（
※
入
賞
は
Ｉ
入
１
点
と
し
ま
す
）

厚
ソ
ノ
尚

順
二
ｏ
㈲
本
人
に
通
知
し
ま
す

応
募
上
の
　
○
作
品
は
壬
生
町
で
撮
影

四
０ １
１
二
八
匹
」
　
　
　

し
た
も
の

－一
吊
帽
づ
言
町
内
各
地
の
風
景
で
壬
生

腫４
｛
　
　
　
　
　
町
の
姿
を
撮
影
し
た
作
品
　
こ
ル

１ １
１
四
天
Ｊ

1
r
7
i
i
r
‾
‾
7
i
i
7
1
　
～
。
s
　
r
u
s
9
｡
L
I
。
l
z
o

r
7
n

囲
Ｏ
Ｏ
繭
▽
刀
ラ
ー
の
単
写
真
。
四
つ

　
　
　
　
　
切
り
で
未
発
表
の
も
の

旧
派
㈲
談
〕
―
人
２
点
以
内

田
薗
賜
」
町
内
在
住
又
は
在
勤
の
方

旧
派
派
�
〕
平
成
６
年
日
月
3
0
日

　
　
　
　
　
筰
品
受
付
は
日
月
１
日
上

陽
」
派
］
四
壬
生
町
通
町
1
2
番
2
2
号

　
　
　
　
　
　
　
（
�
８
２
－
１
２
３
４
）

　
　
　
　
　
壬
生
町
役
場
企
画
財
政
談

圈
白
ご推

薦
　
１
占
コ
賞
状
、
副
賞
２
万
言

特
選
　
２
点

　
　
　
　
（
賞
状
、
副
賞
１
万
５
千
言

入
選
　
６
点
（
賞
状
、
副
賞
１
万
円
）
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○
作
品
裏
面
に
必
要
事
項

　
を
明
記
し
た
応
募
票
を

　
貼
付
け
て
く
だ
さ
い

○
入
賞
作
品
の
版
権
は
壬

　
生
町
に
帰
属
し
ま
す
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町
長
・
町
議
会
議
員
選
挙

　
無
投
票
で
清
水
町
長
が
再
選

　
　
町
議
会
議
員
選
挙
も
無
投
票
で
決
ま
る

　
任
期
満
丁
に
伴
う
壬
生
町
長
及
び
壬
生
町
議
会
議
員
の
同
時
選
挙

は
、
３
月
2
2
日
に
告
示
さ
れ
ま
し
た
が
、
午
後
５
時
ま
で
に
定
数
と

同
数
（
町
長
１
名
、
町
議
会
議
員
2
6
名
）
　
の
立
候
補
者
数
の
た
め
、

ど
ち
ら
も
無
投
票
当
選
に
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
当
選
証
言
は
３
月
2
7
日
に
付
与
さ
れ
ま
し
た
。

町
長
選
挙
当
選
者

　
清
水
英
世
（
6
3
）
無
現
②

二
期
目
を
迎
え
る

　
　
　
　
　
清
水
町
長

町
議
会
議
員
選
挙

当
選
者

（
敬
称
略
・
○
数
字
は
当
選
回
数
）

石
村
　
壽
夫
（
５
１
）
無
視

鈴
木
　
正
浩
（
5
9
）
無
数

川
島
芳
之
（
5
2
）
無
元

田
中
　
義
一
　
（
6
6
）
無
元

高
山
英
雄
（
6
7
）
無
現

粂
川
　
省
二
　
（
5
9
）
無
税

小
貫
　
眺
（
4
5
）
共
視

細
井
　
敬
一
　
（
4
6
）
公
訴

粂
川
　
清
（
や
無
籍

上
田
　
捨
石
）
無
籍

荒
川
　
誠
一
　
（
6
5
）
無
視

鈴
木
　
史
郎
（
5
1
）
無
現

小
谷
野
幸
作
（
5
9
）
無
視

石
川
　
昭
三
　
（
6
5
）
無
視

②①①⑦⑤③⑤①①①⑤②⑤②
W

- ＝

高
橋
田
中
敗
葉
稲
葉
桧
井
鈴
本
潰
野
小
菅
坤高
根
犬
山
高
田

　
毅
（
6
3
）
無
視

一
男
（
6
7
）
無
視

　
光
（
5
4
）
無
現

次
雄
（
6
8
）
無
現

晴
夫
（
咎
無
現

郁
夫
（
7
4
）
無
現

和
子
（
4
8
）
具
現

　
コ
弥
（
3
2
）
無
新

　
春
雄
（
6
6
）
無
現

②①②③⑤③①③②

定
代
（
6
2
）
無
現
②

章

一

句

一

（
6
8
）
無
現
①

（
3
3
）
無
新
①

　
（
届
出
懇

新
町
議
会
議
員
の

　
皆
さ
ん

石村　厨夫氏鈴木　正浩氏

W

川島　芳之氏田中　義一氏高山　英雄氏粂川　憲一氏小貫　　眺氏細井　敬一氏

清氏剰上田　　稔氏荒川　誠一氏鈴木　史郎氏小谷野幸作氏石川　昭三氏

６



高橋　　毅氏田中　一男氏萌葉　　光氏稲葉　次雄氏松井　晴夫氏鈴木　郁夫氏

潰野　和子氏小菅　一弥氏沖　　春雄氏島根　定代氏大山　章一氏高田　旬一氏

国土利用計画法に

　　基づく監視区域の

辿些出ﾋﾟ遊注岫が

包浴誂航洸1

変更年月Eﾖ　平成６年３月15日から

市街化区域|袈黛丿病　⇒　|禽丿雍錘」

　　　　　　３００㎡　　５００㎡

　　　　　　　　以上　　　　以上

※４月以降に提出する届出書は、サイズが

　Ａ４判となりますので注意してください。

地
価
公
示
価
格
は

　
上
地
取
引
の
基
準
で
す

　
平
成
６
年
の
地
価
公
示
価
格
か
国
か

ら
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
価
格
は
、
地
価
公
示
法
に
基
づ

い
て
「
正
常
な
土
地
の
価
格
」
を
公
表

す
る
も
の
で
、
毎
年
１
月
１
日
現
在
で

市
街
化
区
域

醤
握
誰
誰
宍

○
中
央
町
３
２
７
番
３
（
中
央
町
２
－

　
1
5
）
　
　
　
　
　
８
万
１
千
３
０
０
円

調
査
し
た
も
の
を
３
月
2
5
日
に
公
示
し
　
　
○
い
ず
み
町
６
１
９
番
4
5
（
い
ず
み
町

ま
し
た
。

　
本
町
で
は
、
次
の
に
か
所
が
公
示
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
詳
細
に
つ
い
て
閲
覧

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
役
場
企
画
財
政

諜
ま
で
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
標
準
址
の
単
位
面
積
は
、
１

平
方
仁
当
た
り
の
価
格
で
す
。

　
８
－
1
9
）
　
　
　
　
　
９
万
５
０
０
円

○
本
完
二
丁
目
１
５
６
４
番
４
（
本
丸

　
２
１
1
3
－
１
５
）
　
　
　
　
７
万
３
千
円

○
大
師
町
８
２
９
香
３
外
（
大
師
町
1
5

　
－
3
2
）
　
　
　
　
　
　
　
６
万
７
千
円

　500�以上の

土地取引には

届け出が必要です。

○
安
塚
宇
西
南
原
８
７
５
番
1
6

　
　
　
　
　
　
　
７
万
４
千
５
０
０
円

１
４
苦
遍
語
源
棄
蕪
昂

○
駅
東
町
５
１
１
香
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
万
８
千
円

○
落
合
二
丁
目
９
香
４
（
落
合
２
－
９

　
１
５
）
　
　
　
　
　
　
　
８
万
５
千
円

皇
蘇
産
屋
礪
一
匹

○
安
塚
宇
南
原
１
０
０
６
番
５

　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｈ
万
２
千
円

市
街
化
調
整
区
域

○
藤
井
字
宿
坪
１
２
３
３
香
２

　
　
　
　
　
　
　
　
２
万
７
０
０
円

○
安
塚
宇
西
原
２
３
８
９
香
１
１
外

　
　
　
　
　
　
　
１
万
７
千
６
０
０
円

○
幸
町
二
丁
目
３
４
０
２
香
引
］
（
幸
町
　
　
○
上
稲
葉
字
町
田
２
２
２
７
番

二
丁
目
2
0
－
1
0
）

1
0
万
５
千
円

１
万
４
千
５
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０
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フ



示
寂
６
年
４
月
１
日
付
）

○
印
は
昇
任
・
（
　
）
は
旧

【
課
　
長
　
級
】

▽
社
会
体
育
課
長
（
水
道
課
長
）
粂
川

俊
夫
　
▽
水
道
課
長
（
水
道
課
主
幹
兼

工
務
係
長
）
○
鈴
木
　
孝
　
▽
福
祉
課

主
幹
、
社
会
福
祉
協
議
会
派
遣
（
福
祉

課
主
幹
兼
児
童
福
祉
係
長
）
森
田
益
央

▽
福
祉
課
主
幹
兼
児
童
福
祉
係
長
往

会
教
育
課
主
幹
・
中
央
公
民
館
勤
啓

三
橋
　
秀
　
▽
社
会
教
育
課
主
幹
兼
中

央
公
民
館
副
館
長
（
福
祉
課
主
幹
兼
第

二
保
育
所
長
）
山
室
揚
子
　
▽
都
市
計

画
課
主
幹
、
北
間
道
・
安
保
釈
束
開
発

担
当
（
企
画
財
政
課
長
補
佐
兼
同
和
対

策
係
長
）
○
石
村
　
道
　
▽
都
市
計
画

課
主
幹
兼
管
理
指
導
係
長
（
教
務
課
長

補
佐
兼
学
校
教
育
係
長
）
○
鈴
水
平
八

郎
　
▽
会
計
課
主
幹
兼
審
査
係
長
（
同

課
長
補
佐
兼
審
査
係
長
）
○
石
井
　
清

▽
福
祉
課
主
幹
兼
と
お
り
ま
ち
保
育
園

長
（
福
祉
課
長
補
佐
兼
第
一
保
育
所
哲

○
粂
川
幸
子

「
課
長
補
佐
・
係
長
級
」

▽
住
民
課
長
補
佐
兼
住
民
係
長
（
総
務

課
文
書
管
理
係
長
）
○
稲
葉
輝
雄
▽
社

会
体
育
課
長
補
佐
兼
社
会
体
育
係
長

（
税
務
課
保
険
税
係
長
）
○
渡
辺
稔
夫

▽
福
祉
課
長
補
佐
兼
や
犬
つ
か
保
育
園

長
（
福
祉
課
長
補
佐
兼
第
四
保
育
所
長
）

寺
内
幸
子
　
▽
祉
公
教
育
課
長
補
佐
・

生
涯
学
習
館
勤
務
（
社
会
体
育
課
長
補

佐
兼
社
会
体
育
係
長
）
枝
　
茂
男
　
▽

総
務
課
長
補
佐
兼
管
財
係
長
（
建
設
課

長
補
佐
兼
土
木
係
長
）
板
橋
　
誠
　
▽

税
務
課
長
補
佐
兼
保
険
税
係
長
（
住
民

課
長
補
佐
兼
住
民
係
長
）
松
本
辰
夫

▽
工
事
検
査
室
長
補
佐
兼
契
約
係
長

（
総
務
課
長
補
佐
兼
管
財
係
長
）
中
村

誠
一
▽
水
道
課
長
補
佐
兼
工
務
係
長

（
都
市
計
圃
課
長
補
佐
兼
管
理
指
導
保

谷
田
中
正
雄
　
▽
企
團
財
政
課
長
補

佐
兼
広
報
広
聴
保
長
（
間
諜
広
報
広
聴

係
長
）
○
榎
本
安
夫
　
▽
税
務
課
長
補

佐
兼
町
民
税
係
長
（
回
課
町
民
税
係
長
）

○
熊
倉
英
吉
　
▽
住
民
課
長
補
佐
兼
国

民
年
金
係
長
（
回
護
国
民
年
金
係
長
）

○
伊
藤
国
知
　
▽
福
祉
課
長
補
佐
兼
高

齢
対
策
係
長
（
間
諜
高
齢
対
策
係
長
）

○
神
水
喜
市
　
▽
農
業
委
員
会
事
務
局

長
補
佐
兼
庶
務
係
長
（
商
工
観
光
課
商

工
観
光
係
長
）
○
安
納
一
雄
　
▽
会
計

課
長
補
佐
兼
出
納
係
長
（
間
諜
出
納
係

谷
○
小
平
政
美
　
▽
総
務
課
長
補
佐

兼
文
書
管
理
係
長
（
農
業
委
員
会
事
務

局
庶
務
係
長
）
○
海
老
沼
英
男
▽
総
務

課
長
補
佐
兼
車
両
係
長
（
間
諜
車
両
保

谷
○
入
江
正
治
　
▽
企
㈲
財
政
課
間

和
対
第
係
長
（
総
務
課
主
査
）
○
後
藤

昇
▽
総
務
課
消
防
交
通
係
長
（
南
犬
飼

出
張
所
長
）
大
橋
正
典
　
▽
建
設
謹
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

木
係
長
（
建
設
課
主
査
、
県
土
木
部
道

路
鑓
設
課
派
遺
）
○
斎
藤
喜
重
　
▽
商

工
観
光
課
商
工
観
光
係
長
（
総
務
課
消

防
交
通
係
長
）
粂
川
洋
一
　
▽
教
務
課

学
校
教
育
係
長
（
税
務
課
主
査
）
○
有

縁
哲
夫
　
▽
南
犬
飼
出
張
所
長
（
企
画

財
政
課
主
査
）
○
高
山
安
之
　
▽
し
も

だ
い
保
育
園
長
（
児
童
館
主
査
）
○
増

田
孝
子
　
▽
児
童
館
副
館
長
（
第
四

育
所
主
査
）
○
半
ｍ
律
子
　
▽
と
お
り

ま
ち
保
育
園
長
補
佐
（
第
五
保
育
所
主

席
○
犬
山
朝
子
　
▽
や
す
づ
か
保
育

園
長
袖
佐
（
第
三
保
育
所
主
査
）
○
佐
藤

啓
子
【
主
査
・
主
任
等
】

▽
商
工
観
光
課
主
査
（
総
務
課
主
意

神
長
利
雄
　
▽
農
務
課
主
査
（
税
務
課

主
査
）
林
　
光
一
　
▽
税
務
縁
主
査

（
任
良
縁
主
査
）
吉
川
久
美
子
　
▽
農

務
課
主
査
（
商
工
観
光
課
主
査
）
鰹
沼

豊
子
▽
農
務
課
主
査
（
保
健
課
主
立
）

長
岡
京
子
　
▽
律
設
課
主
査
、
県
土
本

都
近
路
建
設
課
派
遣
（
農
務
課
主
査
）

池
田
茂
　
▽
都
市
計
画
課
主
査
（
農
務

諜
主
査
）
高
本
志
常
子
　
▽
稲
葉
出
張

所
主
査
二
稲
祉
課
主
査
）
神
水
幸
子

▽
商
工
観
光
課
主
査
（
下
水
近
縁
主
査
）

熊
倉
裕
子
　
▽
保
健
課
主
査
（
水
道
課

主
査
）
神
水
コ
ニ
　
▽
教
務
課
主
査

（
間
諜
主
任
）
○
神
原
道
子
　
▽
議
会

事
務
局
主
査
（
間
事
務
局
主
任
）
○
犬

垣
仁
美
　
▽
保
健
課
主
査
（
第
二
保
育

所
主
査
）
萬
年
和
子
　
▽
い
な
ば
保
育

園
主
査
（
啓
一
保
育
所
主
任
）
○
遠
藤

八
重
子
　
▽
都
市
計
画
課
主
査
、
県
央

開
発
事
業
団
派
遣
（
都
市
計
画
課
主
任
、

県
央
開
発
事
業
団
派
遣
）
○
大
垣
成
仙

▽
南
犬
飼
申
王
査
（
安
塚
小
主
査
）
長

美
智
子
　
▽
安
塚
小
主
査
（
南
天
月
中

主
査
）
古
川
葉
子
　
▽
す
け
が
い
保
育

園
主
査
（
第
一
保
育
所
主
査
）
神
永
久

子
▽
企
㈲
財
政
課
主
任
、
県
企
画
調
整

課
派
遠
（
税
務
課
主
任
）
増
山
士
郎
▽

総
務
課
主
任
（
住
民
課
工
任
）
田
中
貴

子
▽
下
水
道
課
主
任
（
稲
葉
出
張
所
王

任
）
中
村
文
恵
　
▽
税
務
課
主
任
（
保

健
課
主
任
）
平
百
二
英
夫
　
▽
工
事
後

査
察
工
住
（
建
設
課
主
任
）
高
山
和
明

▽
や
す
づ
か
保
育
園
主
任
（
第
一
保
育

所
主
任
）
池
田
弥
栄
子
　
▽
住
民
課
主

任
（
税
務
課
主
事
）
○
坂
本
弘
子
　
▽

と
お
り
ま
ち
保
育
園
主
任
（
第
一
保
育

所
保
母
）
○
水
引
千
代
子
　
▽
福
祉
課

主
任
（
間
諜
主
事
）
○
鰹
沼
み
ゆ
き

▽
商
工
観
光
課
主
任
、
勤
労
青
少
年
ホ

ー
ム
勤
務
（
間
諜
主
事
、
勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム
勤
務
）
○
岩
崎
賢
治
　
▽
壬
生

来
牛
王
住
（
同
小
生
事
）
○
熊
倉
好
子

▽
や
す
づ
か
保
育
園
保
母
（
第
一
保
育

所
保
母
）
黒
崎
裕
子
　
▽
商
工
観
光
課

主
事
、
県
商
工
振
興
課
派
遣
（
間
諜
主

事
、
県
企
業
局
派
遣
）
増
山
利
幸
　
▽

税
務
課
主
事
（
下
水
道
課
主
事
）
手
塚

　
　
　
｝

和
弘
　
▽
稲
葉
小
調
理
員
（
壬
生
小
結
　
　
８

食
婦
）
渡
部
し
ず
え
　
▽
壬
生
田
調
理

員
（
壬
生
来
小
給
食
婦
）
高
橋
千
恵
子

▽
壬
生
小
調
理
員
（
壬
生
中
給
食
婦
）

和
久
井
フ
サ
エ

【
新
採
用
職
員
】

▽
企
画
財
政
課
主
事
　
大
越
孝
雄

▽
税
務
課
主
事
　
布
施
香
代
子
　
▽
住

民
課
主
事
補
　
中
村
み
ど
り
　
▽
福
祉

課
主
事
　
海
老
原
恵
子
　
▽
保
健
課
主

事
　
和
気
あ
ゆ
み
　
▽
建
設
課
主
事
袖

見
上
政
弘
　
▽
都
市
計
画
課
主
事
　
須

永
昌
志
　
▽
下
水
草
課
主
事
　
粂
川
孝

士
　
▽
水
道
課
主
事
　
秋
山
恭
司
　
▽

し
も
だ
い
保
育
園
保
母
　
渋
谷
浩
子

▽
い
な
ば
保
育
園
保
母
　
中
根
紀
子

マ
と
お
り
ま
ち
保
育
園
保
母
　
青
柳
昌

子
　
▽
壬
生
来
小
用
務
員
　
犬
島
久
夫

▽
壬
生
北
小
用
前
日
］
　
高
橋
　
均

「
退
　
職
」

　
　
示
寂
６
年
３
月
３
１
日
付

▽
鈴
木
之
央
（
敦
育
委
員
会
参
事
兼
社

会
体
育
諜
長
）
　
　
▽
長
沼
克
守
（
総
務

手
玉
査
）
　
　
▽
須
藤
陽
子
（
第
二
保
育

所
主
任
）
　
　
▽
大
関
昭
子
（
保
健
諜
主

括
　
▽
藤
平
政
江
（
中
央
公
民
館
公

社
）
　
　
▽
手
塚
尚
延
（
ふ
れ
あ
い
広
場

宿
泊
研
修
施
設
公
社
）
　
▽
神
水
延
男

♀
生
束
小
公
社
）
　
　
▽
神
水
喜
恵
子

（
稲
葉
小
給
食
婦
）



ヤンペーンに

ご協力ください

○問い合わせ先　役場保健諜

ゴミゼロの日

(５月３０日)

　
道
路
や
観
光
地
で
の
空
き
缶
の
散
乱

は
、
深
刻
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
空
き
缶
の
投
げ
捨
て

を
防
ぐ
に
は
、
何
と
い
っ
て
も
わ
た
し

た
ち
一
人
ひ
と
り
の
心
が
け
が
大
切
で

す
。
　
そ
こ
で
、
「
関
東
地
方
環
境
美
化
運

動
の
目
」
（
５
月
3
0
日
≒
コ
ミ
ゼ
ロ
の

且
の
統
一
美
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
、

本
年
度
も
盛
大
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
当
町
で
も
、
関
東
地
方
（
山
梨
・
長

野
・
静
岡
を
含
む
）
1
0
都
県
で
統
一
的

に
事
業
が
展
開
さ
れ
る
６
月
５
目
に
、

次
の
よ
う
な
収
集
活
動
を
計
画
し
て
い

ま
す
。

　
町
内
の
各
自
治
会
に
お
い
て
も
、
自

治
会
長
さ
ん
と
保
健
委
員
さ
ん
を
中
心

に
、
自
治
会
内
の
道
路
や
公
園
な
ど
の

清
掃
を
は
じ
め
、
散
乱
し
て
い
る
空
き

缶
の
収
集
に
、
積
極
的
な
参
加
・
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
実
施
日
　
６
月
５
日
（
且

　
　
　
　
　
午
前
８
時
3
0
分
～

◇
場
　
所
　
▽
東
雲
児
童
公
園
▽
県
道

　
宇
都
宮
・
栃
木
線
（
北
部
配
水
場
人

　
口
～
総
合
運
動
場
～
今
井
）

　
▽
国
道
３
５
２
号
（
稲
葉
出
張
所

　
～
役
場
）
　
▽
壬
生
バ
イ
パ
ス
入
□
▽

　
御
威
福
～
栃
木
市
境
堺

◇
内
　
容
　
主
に
空
き
缶
な
ど
の
収

　
集
、
待
ち
帰
り
袋
の
配
布

◇
参
加
者
（
協
力
団
烋

　
婦
人
会
、
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
、
ラ

　
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
商
工
会
、
商
工

　
婦
人
部
、
商
工
青
年
部
、
農
協
婦
人

　
部
、
消
費
老
友
の
会
、
生
活
改
善
ク

　
ラ
ブ
協
議
会
、
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
ク

　
ラ
ブ
、
ひ
ま
わ
り
会
、
青
少
年
ク
ラ

　
ブ
、
保
健
委
員
、
下
都
賀
漁
業
組
合

　
壬
生
支
部
、
建
設
業
協
同
組
合
。

町
職
員

暮池緬フト

朧工証言.,ｮﾐ宍台白往皿圖呂回呂7巨匠ﾐ昌

　
新
鮮
な
魚
の
選
び
方

は
、
魚
に
よ
っ
て
そ
れ

ぞ
れ
多
少
の
違
い
は
あ

り
ま
す
が
、
一
般
的
な

ポ
イ
ン
ト
を
挙
げ
て
み

ま
し
ょ
う
。

　
鮮
度
を
見
分
け
る
第

一
の
場
所
は
、
エ
ラ
で

す
。
「
魚
は
エ
ラ
か
ら
腐
る
」

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
魚
を

腐
ら
せ
る
細
菌
類
が
、
エ
ラ

か
ら
入
る
か
ら
で
す
。
で
す

か
ら
エ
ラ
が
く
す
ん
だ
灰
色

っ
ぽ
い
色
に
変
わ
っ
て
き
て

い
る
魚
は
、
鮮
度
が
落
ち
て

き
て
い
る
証
拠
で
す
。
鮮
紅

色
し
た
エ
ラ
の
魚
を
、
選
び

ま
し
ょ
う
。

　
次
に
、
魚
の
朧
を
指
で
軽

く
触
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

腹
が
柔
ら
か
い
も
の
は
、
鮮

度
が
悪
い
と
い
え
ま
す
。
腹

が
張
っ
て
い
る
魚
は
、
『
死
後

が
ま
だ
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

時
間
が
経
過
す
る
と
柔
ら
か
く
な

り
、
腹
が
ブ
ョ
ブ
ョ
し
て
き
ま
す
。

腹
が
裂
け
た
魚
は
古
い
魚
で
す
。

　
ウ
ロ
コ
を
も
つ
魚
は
、
び
っ
し

り
と
ウ
ロ
コ
が
つ
い
て
い
て
、
〉
て

の
う
え
表
面
が
み
ず
み
ず
し
く
、

光
沢
の
あ
る
魚
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

表
面
が
ヌ
メ
ヌ
メ
し
て
い
た
り
、

ウ
ロ
コ
が
あ
ち
こ
ち
は
げ
落
ち
て

い
た
り
す
る
魚
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

　
逆
に
ウ
ロ
コ
の
な
い
魚
は
、
ヌ

メ
ヌ
メ
し
て
い
る
も
の
ほ
ど
新
鮮

で
す
。
こ
れ
ら
の
魚
は
、
粘
液
で

表
面
を
保
護
し
て
い
ま
す
。
こ
の

た
め
、
新
鮮
な
も
の
ほ
ど
ヌ
ル
ヌ

ル
し
て
い
る
の
で
す
。

　
魚
の
目
も
、
鮮
度
が
い
い
か
悪

　
　
い
か
を
み
る
重
要
な
ポ
イ
ン

エラの色と腹の弾力が目安

ト
で
す
。
当
然
で
す
が
、
新

鮮
な
魚
は
目
が
澄
ん
で
い
ま

す
。
し
か
し
、
時
賜
が
た
つ

に
つ
れ
て
濁
っ
て
き
た
り
、

赤
黒
く
血
が
混
じ
っ
た
り
し

て
き
ま
す
。
『
目
は
□
ほ
ど

に
物
を
言
う
』
で
す
ね
。

　
切
り
身
の
魚
は
、
身
の
締

ま
り
具
合
が
ポ
イ
ン
ト
。
血

合
い
と
身
の
区
別
が
は
っ
き

り
し
て
い
る
、
身
に
弾
力
が

あ
り
つ
や
が
あ
る
魚
が
、
新

鮮
で
す
。
血
が
に
じ
ん
で
い

た
り
、
汁
が
皿
に
た
ま
っ
て
い
る

も
の
は
、
鮮
度
が
落
ち
て
き
て
い

る
魚
と
判
断
し
て
も
い
い
で
し
ょ
う
。

９



W

W

ＳＴＯＰ
　゛ｌ゛’　考えてみませんか/
A111j）S　お子さんの性教育ｴｲｽﾞ教育を

㎜㎜　　　　㎜㎜　㎜㎜　■㎜㎜

エイズウィルス(HIV)は

　どのようにして感染するか

　現在では、感染のしかたは次の３つ

しかないと考えられています。

　①血液牡介して・麻薬など注射器の

　　　　　　　　　共用や、ＨＩＶに

　　　　　　　　　感染した血液の輸

　　　　　　　　　血による感染
②=性交渉

……

…

:3

..

｀j:.･ほ子間

・異性間や同性間の

　性行為による感染

　壬生町エイズ教育（性教育）推進委員会では、平成

５年12月～平成６年１月にかけて、エイズ教育（性教

育）に関するアンケート調査を実施しました。

　児童・生徒や教員、保護者の性意識の実態をとらえ

るとともに、これからの性教育（エイズ教育）の指導

のてがかりを得ることを目的としたものです。

　小学生・中学生・高校生４ス０２名、町内小中学

校・壬生高校の教員２６６名、そして各学校のＰＴＡ

１、９７４名の合わせて６、３４３名から回答を得まし

た。

　　「やっぱり予想どおりの反応だ」ということもあっ

たり、「えっ、ここまで子どもは…」と驚くことがあ

ったり、また、保護者も年齢、世代によって反応が異

なっていたりと、興味深い結果をたくさん得ることが

できました。これから、何回かにわけて報告していき

ますが、今回は２つ紹介します。

　ご家族での団らんのおりなどに、話題にしてみては

いかがでしょうか。

エイズ

中学生め男女交際にづいﾉて、あなたは（保護者）

はどのようなものまで認められますか。

電話・

一緒の

手をに

デー

キ

(複数回答)

家庭で性教育を行ったことがありますか。

が
が
が
い

我
我
妹

父
母
兄
な

ー
あ
る

々
- 二知識

その2

回諏

いﾐ公

j………………ﾚ…………y卒ｼ
…

…

…

………

食事や勉強など

普段の生活ではうつりません。

・ＨＴＶ感染した女性から生まれる

　子どもへの母子感染

　感染源となる体液は血液、精液、腔分泌物ですので、

感染者のそれらの体液が非感染者の粘膜あるいは皮膚

の傷口に直接濃厚に接触してはじめて感染が成立しま

す。

　唾液、汗、鼻汁、尿、使などからＨエＶはほとんど

見つかりません。見つかったとしてもごくごく微量で、

(複数回答)

一一　　－
　　　　　｀＼

　　　　　　Ｘ

　監修　栃木県伝染病予防調査協議会会長

　　　　栃木県連合学校保健会会長

　　　　　　　　　松　本　　幸　三

感染を起こすほどの量はありません。

　ですから、公衆浴場、電車の吊り車、

ドアのとって、食器、便器、蚊などか

らの感染は現実にあり得ないといえま

す。

　もし、エイズやエイズ教育などにつ

いてのご質問がありましたら、壬生町

エイズ教育（性教育）推進委員会事務局（教育委員会

内　�８２－０９３４　壬生町通町12－22）まで電話ま

たは郵便でお問い合わせください。

　この欄でお答えしたいと思います。

　　　　　　　　　　　　　　（匿名でも結構です｡）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｌ
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健
康
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

　
　
親
子
も
い
っ
し
ょ
に
い
い
汗

　
第
２
回
健
康
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
が

２
月
2
7
日
、
総
合
運
動
場
を
発
着
点
に

周
辺
の
田
園
地
帯
を
周
回
す
る
コ
ー
ス

で
行
わ
れ
、
町
内
外
か
ら
２
８
０
人
が

参
加
し
て
健
脚
を
競
い
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
小
学
生
・
中
学
生
二
股

の
男
女
別
９
ク
ラ
ス
（
３
・
５
・
1
0
Ｋ

コ
ー
ス
）
に
加
え
て
「
親
子
ペ
ア
２
Ｋ
」

コ
ー
ス
が
新
設
さ
れ
、
4
3
組
が
参
加
し
、

親
子
い
っ
し
ょ
に
い
い
汗
を
流
し
て
い

ま
し
た
。

　
ま
た
、
大
会
運
営
で
は
、
町
体
育
協

会
・
町
体
育
指
導
委
員
会
の
競
技
役
員

を
は
じ
め
、
警
察
、
交
通
指
導
員
の
方

々
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
競
技
成
績
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

【
説
’
ト
ペ
ア
２
Ｋ
】

１
位
〈
９
分
７
秒
〉

　
　
鈴
本
義
和
（
六
美
町
南
一
　
）

　
　
　
　
明
日
香
（
壬
生
東
小
２
年
）

親子ペア2K
　　目立　鈴木義和
　　　　　　　明日香ペア

２
位
〈
９
分
1
4
秒
〉

　
　
臼
井
　
利
廣
子
　
　
　
泉
）

　
　
　
　
　
瑛
憲
（
壬
生
北
小
２
年
）

３
位
〈
９
分
2
0
秒
〉

　
　
賀
長
　
隆
（
駅
　
　
東
）

　
　
　
　
　
裕
介
（
壬
生
小
３
年
）

【
牛
Ｙ
生
勺
ト
３
Ｋ
】

―
位
〈
1
3
分
７
秒
〉

　
　
佐
藤
　
示
桂
（
睦
小
６
年
）

２
位
〈
1
3
分
９
秒
〉

　
　
犬
多
和
香
往
（
睦
小
６
年
）

３
位
〈
1
3
分
９
秒
〉

　
　
臼
井
　
稲
子
（
千
生
起
小
５
年
）

【
小
回
生
当
ト
３
Ｋ
】

―
位
〈
Ｈ
分
3
4
秒
〉

　
　
戸
崎
　
嗇
］
幸
宝
生
小
５
年
）

２
位
〈
Ｈ
分
4
4
秒
〉

　
　
荒
川
　
崇
史
（
壬
生
小
５
年
）

３
位
〈
Ｈ
分
5
4
秒
〉

　
　
上
岡
　
淳
一
　
晏
塚
小
６
年
）

【
申
早
牛
勺
ト
３
Ｋ
】

１
位
〈
1
2
分
一
心
秒
〉

　
　
船
越
　
佑
華
（
壬
生
中
２
年
）

小学生女子３Ｋ

Ｉ位　佐藤示桂さん

２
位
〈
1
2
分
］
一
１
１
一
沙
〉

　
　
田
中
亜
由
美
（
壬
生
中
２
年
）

３
位
〈
1
2
分
5
8
秒
〉

　
　
大
粟
見
和
子
（
壬
生
中
２
年
）

【
中
学
生
男
止
５
Ｋ
】

１
位
〈
1
7
分
4
7
秒
〉

　
　
石
川
　
朋
彦
（
壬
生
中
３
年
）

２
位
〈
1
7
分
5
2
秒
〉

　
　
早
乙
女
　
亮
（
壬
生
中
１
午

３
位
〈
1
8
診
２
秒
〉

　
　
鈴
木
崇
史
♀
生
中
１
午

Ｔ
般
男
子
（
4
0
混
以
に
）
３
Ｋ
】

１
位
〈
Ｈ
分
3
2
沙
〉

　
　
青
木
英
行
玉
　
世

小学生男子３Ｋ

Ｉ位　戸崎貴幸君

２
位
〈
Ｈ
分
3
5
独
〉

　
　
上
ｍ
　
　
明
（
北
小
林
）

３
位
〈
1
2
分
2
9
独
〉

　
　
高
岩
忠
市
労
町
）

Ｔ
ヤ
ズ
子
【
3
0
炭
サ
レ
Ｓ
Ｋ
】

―
位
〈
1
6
分
2
0
独
〉

　
　
小
田
垣
美
智
子
（
上
新
町
）

２
位
〈
1
9
分
５
独
〉

　
　
山
口
美
知
子
（
城
　
内
）

【
ノ
殷
男
了
Ｊ
Ｋ
】

Ｉ
位
〈
2
0
分
3
2
秒
〉

　
　
水
村
　
次
郎
（
六
美
町
南
コ

２
位
〈
2
0
分
4
4
秒
〉

　
　
石
毛
　
常
信
（
幸
町
二
丁
亘

３
位
〈
2
1
分
1
2
独
〉

　
　
粂
川
　
剛
志
（
安
塚
⊇

【
．
般
才
十
５
Ｋ
】

１
位
〈
2
1
分
4
2
秒
】

　
　
粟
野
　
尚
子
（
宇
都
宮
市
）

【
．
般
用
子
１
０
Ｋ
】

１
位
〈
3
4
分
剥
一
独
〉

　
　
石
井
　
　
清
晏
塚
中
失
）

２
位
〈
3
7
分
3
0
独
〉

　
　
代
財
　
義
隆
（
西
高
野
）

３
位
〈
3
8
分
5
0
独
〉

　
　
中
川
　
均
（
上
長
坦

中学生女子３Ｋ

Ｉ位　船越佑華さん

一般男子１０Ｋ

Ｉ位　石井清さん

　一般女子５Ｋ

Ｉ位　粟野尚子さん

　一般男子５Ｋ

Ｉ位　木村次郎さん

　一般女子(贈趾)３Ｋ

Ｉ位　小田垣美智子さん

一般男子(指趾)３Ｋ

対立　青木英行さん

中学生男子５Ｋ

Ｉ位　石川朋彦さん
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い･広

　
　
「
毎
朝
晩
、
愛
犬
（
ミ
ッ
キ
上
の

運
動
を
欠
か
さ
ず
や
っ
て
い
る
の
が
、

今
の
健
康
法
で
す
）
と
い
う
甚
作
さ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
】

W

　
趣
味
は
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
に
カ
ラ
オ
ケ

そ
し
て
植
本
の
手
入
れ
、
特
に
カ
ラ
オ

ケ
は
、
関
東
歌
謡
愛
好
会
主
催
の
の
ど

密達者

カッフル
紳鹿

小久保

島

甚作さん

　ドリさん

（ワ

（ワ ﾚ市

青
春
ス
ケ

ッ
チ
他

　　　　水泳でリフレッシュ

　　　　福和田　橋本　由美子さん

　「性格は、えりごのみしないというか、明るく

誰とでも付き合えるタイプではないですか」と、

自己分析する由美子さん。

　趣味は、料理、スキーに水泳。特に、最近始め

た水泳（友人の指導で泳げるようになったばかり

との事）は、リフレッシュも兼ねてこれからも続

けて行きたいと話してくれました。

｢新しい力で(パズル)｣

　　壬生来小学校６年

　　　　山田　仁美
｢新種火発見｣

　　壬生来小学校６年

　　　　中島　純一

砿
◎
⑩
岳
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ふねま;S
優
勝
の
四
谷
外
道
チ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

自
慢
大
会
な
ど
で
優
勝
し
た
経
歴
を
お

待
ち
で
す
。

　
昭
和
1
7
年
１
月
2
8
日
に
ト
リ
さ
ん
と

結
婚
し
た
甚
作
さ
ん
は
、
そ
の
年
の
９

月
５
日
に
召
集
を
受
け
、
水
戸
の
第
3
7

部
隊
に
入
隊
し
、
ソ
フ
ノ
国
境
（
浦
川
）

警
備
に
当
た
り
、
そ
こ
で
終
戦
を
迎
え

ま
し
た
。
そ
の
後
、
シ
ベ
リ
ア
に
４
年

間
抑
留
さ
れ
、
昭
和
茫
乎
1
0
月
に
帰
国

し
ま
し
た
。
そ
の
時
は
、
ち
ょ
う
ど
召

集
さ
れ
た
時
に
お
腹
の
中
に
い
た
長
女

の
運
動
会
の
日
た
っ
た
そ
う
で
す
。

　
抑
留
中
一
重
芋
か
っ
か
事
は
、
抑
留

３
年
目
に
ナ
ホ
ト
カ
港
か
ら
帰
国
で
き

る
予
定
が
、
船
に
乗
り
切
れ
ず
に
再
び

シ
ペ
リ
ア
に
逆
戻
り
し
た
こ
と
で
、
無

壬生町ダゲートボール協会

ゲートボール親善大会

国谷外道が優勝

事
に
帰
国
で
き
た
時
の
喜
び
は
、
「
と

て
も
、
こ
と
ば
に
表
す
こ
と
が
で
き
な

い
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
ト
リ
さ
ん
は
、
夫
の
出
社
中
も
養
蚕

な
ど
を
や
り
農
業
を
守
り
、
お
産
以
外

は
、
寝
込
ん
だ
こ
と
が
な
い
と
い
い
ま

す
。
今
で
は
、
家
で
食
べ
る
野
菜
も
の

の
手
入
れ
や
近
所
の
イ
チ
ゴ
摘
み
を
手

伝
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
お
二
人
と
も
お
元
気
で
「
老
入
会
の

旅
行
や
湯
治
に
い
っ
し
ょ
に
出
か
け
る

の
が
楽
し
み
で
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

　
壬
生
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
こ
尚
山

安
市
会
長
∇
王
族
の
第
５
回
壬
生
町
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
親
善
大
会
が
３
月
1
6
日
、

総
合
運
動
場
に
4
0
チ
ー
ム
が
参
加
し
て

聞
か
れ
ま
し
た
。

　
早
春
の
暖
か
い
日
差
し
の
中
で
、
選

手
の
み
な
さ
ん
は
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
楽

し
み
な
が
ら
、
親
睦
を
深
め
て
い
ま
し

た
。
　
試
合
の
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優
　
勝

準
優
勝

３
　
位

国
谷
外
道
チ
ー
ム

北
小
林
　
チ
ー
ム

上
長
田
　
チ
ー
ム

国
谷
新
田
チ
ー
ー
ム

チピッ子アルバム

由
夏
も
言
（
２
歳
・
長
女
）

　
こ
い
加
づ
　
ハ

江
５
　
５
八
（
緑
町
言
Ｔ
白
）

お
母
さ
ん
か
ら
一
言

　
元
気
で
の
び
の
び
と
、
素
直
に
育
っ
て
ほ
し
い
。

証づ二言)長大］)
　
（
父
）
北
川
　
敬
治
さ
ん

　
毎
）
　
　
÷
　
律
子
さ
ん

お
母
さ
ん
か
ら
一
言

（
県
営
壬
生
住
完
）

元
気
で
素
直
に
育
っ
て
ほ
し
い
。
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公
民
館
ま
つ
り

　
　
　
講
座
生
か
成
果
を
披
露

　
町
公
民
館
の
講
座
・
学
級
を
け
じ

め
、
町
公
民
館
を
拠
点
に
活
動
し
て
い

る
4
0
の
自
主
講
座
の
み
な
さ
ん
が
「
咲

か
せ
よ
う
文
化
の
花
　
広
め
よ
う
交
流

の
輪
」
を
合
言
葉
に
、
１
年
間
の
活
動

成
果
を
発
表
・
展
示
す
る
「
公
民
館
ま

つ
り
」
が
、
２
月
2
6
・
2
7
日
の
２
日
間

に
わ
た
っ
て
壬
生
中
央
公
民
館
で
開
か

れ
、
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
が
会
場
を
訪

れ
ま
し
た
。

　
犬
ホ
ー
ル
の
ス
テ
九
ン
発
表
会
で

は
、
コ
ー
ラ
ス
や
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
、

マ
ジ
ッ
ク
、
民
謡
、
舞
踊
、
詩
吟
、
漢

詩
吟
詠
な
ど
各
発
表
が
行
わ
れ
た
ほ

か
、
壬
生
町
歌
謡
会
の
カ
ラ
オ
ケ
発
表

会
、
宇
都
宮
奇
術
ク
ラ
ブ
の
マ
ジ
ッ
ク

シ
ョ
ー
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
中
ホ
ー
ル
の
作
品
展
で
は
、
レ
ザ
ー

ク
ラ
フ
ト
、
晦
工
芸
、
リ
ボ
ン
フ
ラ
ワ

ー
、
紙
粘
土
、
本
巣
圓
、
書
道
、
絵
画

な
ど
、
す
ば
ら
し
い
力
作
が
所
狭
し
と

並
べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
折
り

紙
の
実
習
コ
ー
ナ
ー
や
、
作
品
や
古
本
、

手
作
り
お
菓
子
な
ど
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

バ
ザ
ー
に
も
た
く
さ
ん
の
人
垣
が
で
き

ま
し
た
。
な
お
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー

の
益
金
は
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄
付
さ

れ
ま
し
た
。

　
そ
の
他
、
花
の
即
売
や
お
茶
席
が
用

意
さ
れ
、
会
場
に
訪
れ
た
人
々
を
な
ご

ま
せ
て
い
ま
し
た
。

大
ぜ
い
の
人
が
訪
れ
た

各
講
座
の
作
品
展

　
　
　
（
中
ホ
ー
ル
）

-

ス
テ
ー
ジ
で
は
コ
ー
ラ
ス
な
ど

の
発
表
会
が
行
わ
れ
ま
し
た

消
費
生
活
展
開
か
れ
る

　
壬
生
町
消
費
生
活
展
が
２
月
2
7
日
、

壬
生
中
央
公
民
館
で
催
さ
れ
、
訪
問
販

売
・
契
約
、
金
融
相
談
や
、
牛
乳
パ
ッ

ク
を
利
用
し
た
メ
ガ
ネ
立
て
等
の
手
作

り
コ
ー
ナ
ー
な
ど
賢
い
消
費
者
と
な
る

た
め
の
各
種
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
て

に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

牛
乳
パ
ッ
ク
を
利
用
し
た

め
が
ね
立
て
の
手
作
り

コ
ー
ナ
ー

資
料
館
ま
つ
り

　
　
３
部
会
の
成
果
を
展
示

　
歴
史
民
俗
資
料
館
で
活
勤
し
て
い
る

資
料
館
友
の
会
（
は
に
わ
会
、
た
く
ほ

ん
会
、
古
文
書
会
の
３
部
会
）
に
よ
る

資
料
館
ま
つ
り
加
２
月
2
6
・
2
7
曰
の
両

日
、
同
資
料
館
で
行
わ
れ
、
来
館
者
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
人
口
の
昔
の
食
物
接
待
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
そ
ば
加
き
や
甘
酒
が
来
館
者
に
無

料
で
ふ
る
ま
わ
れ
た
の
を
は
じ
め
、
埴

輪
の
即
売
、
学
習
室
で
は
粘
土
を
使
っ

た
土
鈴
づ
く
り
体
験
敦
富
加
行
わ
れ
、

ま
た
小
山
市
問
々
田
在
往
の
渡
近
縁
さ

ん
に
よ
る
「
間
々
田
ひ
も
」
実
演
コ
ー

ナ
ー
も
好
評
で
し
た
。

　
２
階
展
示
室
で
は
、
友
の
会
の
３
部

会
が
製
作
し
た
人
物
や
動
物
な
ど
の
形

を
し
た
埴
輪
4
3
点
と
町
内
外
に
あ
る
石

碑
の
拓
本
1
3
点
の
ほ
か
、
古
文
告
白
が

教
材
で
勉
強
し
た
壬
生
蕃
の
鳥
居
家

「
御
献
立
表
」
が
展
示
さ
れ
、
訪
れ
た

人
た
ち
は
足
を
と
め
て
見
人
っ
て
い
ま

し
た
。
こ
の
作
品
展
は
、
よ
り
多
く
の

人
た
ち
に
見
て
い
た
だ
こ
う
と
、
３
月

1
3
日
ま
で
展
示
し
ま
し
た
。

　
　
　
）

　
な
お
、
即
売
の
益
金
の
一
部
は
社
会

福
祉
協
議
会
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

土
鈴
づ
く
リ
体
験
教
室
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男子は壬生下罵木が5度目の優勝

　　女子は罵場が3連覇を飾る

５
度
目
の
優
勝
を
飾
っ
た

　
　
　
壬
生
下
馬
木
Ｂ
チ
ー
ム

上1

一
歩
も
譲
ら
な
い
力
と
力
の
ぶ
つ
か
り
あ
い

３
連
覇
達
成
の

　
　
　
馬
場
チ
ー
ム

　
第
７
回
千
生
町
綱
引
き
犬
合
が
３
月

1
3
口
、
総
合
運
動
場
体
育
館
で
行
わ
れ
、

町
内
自
治
会
チ
ー
ム
な
ど
、
男
子
９
チ

ー
ム
、
女
子
４
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
熱

戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
大
会
は
、
男
子
は
、
初
め
に
予
選
リ

ー
グ
が
行
わ
れ
、
各
リ
ー
グ
上
位
２
チ

ー
ム
に
よ
る
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
の
結

果
、
壬
生
下
馬
木
Ｂ
チ
ー
ム
が
５
度
目

の
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　
ま
た
女
子
は
り
Ｉ
グ
戦
の
結
果
、
馬

場
チ
ー
ム
が
３
連
覇
を
達
成
し
ま
し

た
。

　
ｊ
報
塵
盲
」

【
男
子
の
部
】

優
　
勝
　
壬
生
下
馬
本
Ｂ

準
優
勝
　
上
新
町
青
年
会
Ａ

３
　
位
　
壬
生
下
馬
本
Ａ

　
ク
　
　
上
新
町
青
年
会
Ｂ

敢
闘
賞
　
駅
東
自
治
会

　
ク
　
　
六
美
町
南
部
第
一

【
女
子
の
部
】

優
　
勝
　
馬

草
優
勝
　
下

３
　
位
　
舟

敢
闘
賞

町町場

新
町
レ
デ
ィ
ー
ス

⑤⑤
文
化
協
会
文
芸
部
選

　
　
　
　
短
　
　
歌

赤
ベ
コ
の
頭
を
押
せ
ば
う
な
ず
く
に

い
つ
し
か
心
ほ
ぐ
れ
て
ゐ
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
井
　
ヒ
ロ

啓
蜃
も
過
ぎ
て
大
地
は
春
め
き
ぬ
梅
の

香
り
の
庭
に
た
だ
よ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
野
カ
ズ
子

し
ま
い
湯
に
浸
り
て
お
れ
ば
雪
の
夜
半

救
急
車
の
音
と
お
く
に
聞
こ
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曽
篠
登
志
子

卒
業
の
回
近
に
な
り
し
末
娘
ラ
ン
ド

セ
ル
姿
を
撮
し
て
置
か
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
谷
野
代
志
子

　
　
　
俳
　
句

物
の
芽
と
見
て
や
わ
ら
か
に
掃
き
に

け
り
　
　
　
　
　
　
　
　
宇
井
　
秋
汀

啓
蜃
や
配
管
工
は
穴
に
入
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
淑
子

揚
雲
雀
お
さ
な
き
声
に
筑
波
晴
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
海
老
原
勘
一

龍
っ
子
の
日
脚
の
び
た
る
母
を
待
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
深
津
　
八
十
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W

4月1日暫腿禁厭隋゛

こ
笙
３
万
円
①
　
鈴
木
キ
ョ
遺
族
一
同
様

［
‘
”
”
’
Ｊ
”
”
”
”
”
”
ｊ
”
”
”
”
”
”
”
”
”
”

　
　
　
　
歴
史
民
俗
資
料
館
友
の
今
様

金
２
千
６
３
２
円
⑦
　
　
条
川
ひ
さ
拝

金
３
万
円
①

　
　
　
　
作
曲
家
山
田
レ
イ
後
援
今
様

全
３
万
円
①
　
　
　
　
　
大
垣
セ
キ
様

金
2
8
万
９
千
円
⑩

　
　
　
壬
生
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
今
様

金
２
０
０
円
①
　
　
　
　
匿
　
名
　
様

全
１
万
円
①

金
９
千
２
８
６
円
①

中
川

　
　
　
　
　
壬
生
町
婦
人
会
編
み
物
講
座
一
同
梅

津
梅
　
　
全
７
万
１
千
５
９
７
円
⑦

　
　
　
　
　
中
央
公
民
館
ま
つ
り
実
行
委
員
会
様

新撰頻

寄
付

（
社
会
福
祉
協
議
会
）

　
言
数
字
は
寄
付
回
数
）

全
土
力
円
②
　
　
東
武
ガ
ス

全
６
千
円
①

柘I

心|
様|

お得です！保険料前納制度

　国民年金保険料は一括して前納することができます。

　前納しますと、保険料が割引きされ、また、毎月納め

る手間がはぶけるとともに、納め忘れも防ぐことができ

ます。

　４月中に、その年度の１年間の定額保険料を一一括して

前納した場合と月々納めた場合を比較してみるとｰ

（平成６年度）

　●月々納めた場合……11､100円×12月＝133､200円

　●前納した場合…………………………129､990円

-－と、3､210円も少なくてすむことになります。

　また、定額保険料と附加保険料を前納した場合は、

　●月々納めた場合…（11､100十400）×12月＝138､000円

　●前納した場合……129､990円十4､680円＝1.34､670円

-と、3､330円お得になります。

　このように便利でお得な前納制度、皆さんもぜひご利

用ください。

看
護
の
心
を

　
み
ん
な
の
心
に

16

　
従
来
Ｂ
５
判
で
発
行
し
て
ま
い
り
ま

し
た
「
広
報
み
ぶ
」
「
広
報
み
ぶ
　
お

し
ら
せ
版
」
は
、
４
月
号
か
ら
活
字
並

び
に
紙
面
を
大
き
く
し
た
Ａ
４
判
の
新

し
い
紙
面
で
ス
タ
ー
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
皆
さ
ん
の
期
待
に
添

う
よ
い
広
報
紙
を
作
り
た
い
と
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

｜

」

|集|

後

記

｜

･=･ｼﾞ=ﾀﾞ.･=･………－石のつﾀﾞごき　……:

　　　　　　　４月１日現在

　総人口　39

,923人　（△171）

　‥

男　19

.

728人，（△64）

ﾔ……:,･:ﾌﾔ1･゜ｿﾞ女ﾚｹﾌJ……………匈j］95人……:ﾉ:（41軟）ﾌﾟj

.
……万.万

.
･..

………世一帯数　12

,

0りO世帯（△65ド

　　　　　　（　）内は前月比

●
固
定
資
産
税
（
１
期
及
び
全
納
）

　
　
　
　
（
納
期
限
５
月
3
1
日
）

●
都
市
計
画
税
（
１
期
及
び
全
納
）

　
　
　
　
（
納
期
限
５
月
3
1
日
）

●
国
民
年
金
（
２
期
）

　
　
　
　
（
納
期
限
５
月
3
1
日
）

納
期
限
間
際
に
は
、
納
付
窓
口
が

大
変
込
み
合
い
ま
す
。
早
め
に
納

付
し
ま
し
ょ
う
。

の

看
護
の
日
　
五
月
十
二
日

看
護
週
間
　
五
月
八
～
十
四
日
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